
                             

                             

                             

                             

 [第 326 号］             北日野公民館だより              令和 5 年 5月 12 日  

 

過
日
先
輩
か
ら
一
冊
の
本
を
戴
い
た
。 

若
狭
出
身
の
作
家
、
水
上
勉
著
『
土
を
喰
う
日
々
』
と
い

う
精
進
料
理
本
で
あ
る
。
若
く
し
て
禅
寺
に
入
り
、
四
季
の

食
材
を
生
か
し
た
典
座
修
行
を
積
ん
だ
。
そ
の
習
い
覚
え
た

調
理
法
を
詳
し
く
紹
介
し
、
旬
の
味
わ
い
を
教
え
て
い
る
。

最
小
限
の
加
工
と
味
付
け
で
真
の
味
を
引
き
出
す
と
は
、
ど

ん
な
味
だ
ろ
う
か
と
想
像
す
る
だ
け
で
楽
し
く
読
み
進
め

る
こ
と
が
で
き
た
。
特
に
旬
の
食
材
に
対
す
る
著
者
の
向
き

合
い
方
に
、
精
進
料
理
の
あ
り
よ
う
を
伺
い
知
る
こ
と
が
で

き
た
気
が
す
る
。 

我
も
ま
た
、
自
然
の
旬
を
戴
こ
う
と
思
い
立
ち
、
先
日
従

兄
の
案
内
で
山
深
く
分
け
入
り
、
ウ
ド
と
ワ
サ
ビ
を
収
穫
さ

せ
て
も
ら
っ
た
。
新
緑
の
山
の
空
気
を
た
っ
ぷ
り
吸
い
リ
フ

レ
ッ
シ
ュ
も
で
き
た
。
更
に
持
ち
帰
っ
た
食
材
を
妻
に
調
理

し
て
も
ら
っ
た
。
ウ
ド
は
天
ぷ
ら
と
キ
ン
ピ
ラ
と
酢
の
物

で
、
ワ
サ
ビ
は
葉
と
茎
を
出
し
汁
で
漬
け
込
ん
で
味
わ
う
こ

と
が
で
き
た
。 

一
般
的
に
は
年
を
と
っ
て
か
ら
の
食
生
活
は
、
量
よ
り
質

と
い
う
の
か
、
美
味
し
い
も
の
を
少
し
と
願
う
よ
う
だ
が
、

私
は
好
物
を
目
の
前
に
し
て
自
制
が
効
か
ず
つ
い
食
べ
過

ぎ
て
し
ま
う
傾
向
に
あ
る
。
新
鮮
な
山
の
幸
・
畑
の
恵
み
に

合
わ
せ
て
、
一
献
の
酒
を
い
た
だ
く
至
福
の
時
に
酔
い
し
れ

て
し
ま
う
。
ど
う
や
ら
水
上
勉
さ
ん
の
深
い
精
進
料
理
の
世

界
の
よ
う
な
塩
梅
と
は
い
か
ず
、
た
だ
の
酒
好
き
だ
っ
た
。 

Ｍ
・
Ｋ 

 
   

 
 

 
 

帆山町家庭菜園   撮影：日野フォトクラブ  

北日野地区の人口  4,229 名(4 月比 +7)）（男 2,051 名 女 2,178 名）外国人含む 1,579 世帯(4 月比+3） 令和 5年 5月１日現在 

 



                             

                             

                             

                             

       〈地区の将来像〉  豊かな自然と誇れるふるさとづくり      令和 5年 5月 12 日（2）    

 

幼
児
を
中
心
に
四
十
六
名
の
尊
い
命
を

吞
み
込
ん
だ.

・
・
・ 

 
 
 

平
林
町
を
襲
っ
た
流
行
病 

“
お
地
蔵
さ
ま 

”
は
上
山
医
院
が
建
立 

流
行
病
の
犠
牲
者
の
冥
福
を
願
っ
て
建
立

さ
れ
た
も
の
で
す
。 

 
 

今
か
ら
約
一
五
〇
年
前
、
明
治
七
年
～

十
一
年
に
か
け
て
の
悲
し
い
出
来
事
で

す
。
平
林
村
の
ひ
と
り
の
幼
児
が
体
調
を

崩
し
、
医
師
の
診
断
の
結
果
、
流
行
病
の

天
然
痘
と
診
断
さ
れ
た
の
で
す
。 

 

平
林
に
来
ら
れ
た
こ
と
の
あ
る
方
は
、

一
度
は
お
地
蔵
さ
ま
を
目
に
さ
れ
て
い
る

こ
と
で
し
ょ
う
。
こ
の
お
地
蔵
さ
ま
は
、

当
時
、
懸
命
に
治
療
に
あ
た
ら
れ
た
上
山

医
師
の
篤
い
願
い
が
込
め
ら
れ
た
お
地
蔵

さ
ま
な
の
で
す
。
懸
命
の
治
療
の
甲
斐
も

な
く
む
な
し
く
も
若
く
し
て
命
を
落
と
し

た
四
十
数
名
の
幼
児
そ
し
て
、
二
十
余
名

の
大
人
た
ち
の
冥
福
を
祈
っ
て
、
明
治
後

期
に
建
て
ら
れ
た
も
の
で
す
。
各
地
に
も
、

こ
う
し
た
同
様
な
お
地
蔵
さ
ま
が
、
多
数

祀
ら
れ
て
い
ま
す
。 

       
 

 

五
月
六
日
（
土
）
、
春
暖
か
な
天
気
の
中
、
八
十

名
余
り
の
参
加
で
、
健
康
ウ
ォ
ー
ク
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。 

 

本
年
は
地
区
内
の
東
部
を
歩
く
こ
と
に
な
り
、
御

誕
生
寺
で
は
猪
苗
代
承
峯
御
住
職
よ
り
説
明
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。 

そ
の
後
、
西
尾
町
公
民
館
で
休
憩
さ
せ
て
い
た
だ

き
、
仁
愛
大
学
、
ト
ラ
ッ
ク
タ
ー
ミ
ナ
ル
を
経
由
し

て
、
出
発
地
点
の
公
民
館
へ
帰
っ
て
き
ま
し
た
。
帰

路
の
途
中
、
岩
内
町
で
は
岩
内
山
の
新
幹
線
駅
が
見

え
る
視
点
場
な
ど
に
つ
い
て
の
説
明
を
受
け
、
約
八

キ
ロ
、
二
時
間
の
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
を
楽
し
み
ま
し

た
。 

 
 
 
 
 
 

保
健
体
育
部
・
体
育
協
会 

北
日
野
地
区
自
治
振
興
会 

ス
ロ
ー
ガ
ン 

「
豊
か
な
自
然
と
あ
ふ
れ
る
希
望 

未
来
に
は
ば
た
く 

故
郷 

き
た
ひ
の
」 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

四
月
十
五
日
（
土
）、
第
二
十
回 

北
日
野
地
区
自

治
振
興
会
総
会
が
開
催
さ
れ
、
事
業
計
画
、
役
員
、

地
域
振
興
計
画
す
べ
て
が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。 

 

コ
ロ
ナ
禍
で
事
業
や
、
人
と
人
の
交
わ
り
が
減
り
、

落
ち
込
ん
だ
人
た
ち
の
元
気
を
取
り
戻
す
た
め
、 

キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
「
ふ
れ
あ
い
あ
ふ
れ
る 

た
の

し
い
ま
ち
北
日
野
」
を
目
指
し
、
地
域
づ
く
り
に
取

り
組
ん
で
い
き
ま
す
。 

 

皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
致
し
ま
す
。 

  

令
和
五
年
度
役
員
（
敬
称
略
） 

 
 

会
長 

 
 

山
形 

喜
通 

 
 

副
会
長 

 

三
好 

弘
幸 

杉
本 

一
彦 

 
 
 
 
 
 

 

仲
保 

則
子 

 
 

事
務
局
長 

大
塚 

敏
郎 

 
 

会
計 

 
 

杉
本 

義
弘 

い
き
い
き
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ 

 

総
会
開
催 

四
月
二
十
二
日
（
土
）
北
日
野 

い
き
い
き
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
総
会
を

開
催
し
、
令
和
五
年
度
事
業
・
予

算
及
び
役
員
案
に
つ
き
、
承
認
さ

れ
ま
し
た
。 

総
会
終
了
後
は
、
凛
々
し
い
吟

舞
の
踊
り
と
、
日
野
ベ
ン
チ
ャ
ー

ズ
の
歌
声
に
耳
を
傾
け
ま
し
た
。 

令
和
五
年
度 

野
村
宗
雄
会
長

は
、
総
会
を
三
年
ぶ
り
に
開
催
す

る
こ
と
が
出
来
、
こ
れ
か
ら
少
し

ず
つ
で
も
、
活
気
あ
る
事
業
を
開

催
し
て
い
き
た
い
と
話
さ
れ
ま
し

た
。 

令和５年度 地区の主な行事 
5 月 28 日(日) 村国山（どんぐり山登山道等）整備 
6 月  4 日(日) 地区体育祭 
6 月 10 日(土) 村国山登山道整備作業 
6 月 11 日(日) 自警消防隊地区操法大会 
7 月  2 日(日) 河川一斉清掃 
8 月 20 日(日)  自警消防隊越前市操法大会 
9 月 3日～4 日(日.月)合宿通学 
9 月 10 日(日) ソフトボール・マレットゴルフ大会 
9 月 24 日(日) 日野山・村国山登山道整備作業 
10 月～3 月まで 食事サービス友愛訪問 
10 月 9 日(月祝) 日野登山 
10 月 22 日(日)  公民館 館外研修 
10 月 28・29 日(土.日) 地区文化祭 
11 月         ふれあい健康まつり 
11 月 12 日(日)   地区本部防災訓練 
       公民館・小学校体育館・体育館掃除 
 
1 月  7 日(日) 二十歳のサロン 
2 月 11 日(日) 地区ボウリング大会 
2 月 24 日(日) 第 42 回 きたひのづくり大集合 
3 月 17 日(日) 第 40 回 雪どけクリーン大作戦 
3 月 24 日(日) 第 27 回 春風コンサート 
4 月 20 日(土) 令和 6年度 第 21 回定期総会 

主な各種団体長（順不同・敬省略） 
区長会     山形 喜通  
体育協会    坂野 正仁  
いきいきシニアクラブ   野村 宗雄  
清流会     橋本 俊幸  
小学校 PTA    小泉 晴彦  
万葉中学校 PTA    小淵 憲二  
子ども会育成連絡協議会   新野 翔平     

消防団     伊藤 正之  
防犯隊     川崎 悟司  
交通安全協会    笠嶋 龍夫  
自警消防隊連合会   土田 信義       
民生児童委員協議会   仲保 則子  
スポーツ文化クラブ   玉川 喜一郎 
日赤奉仕団    飯塚 八重子 
食生活改善推進員会   初貝 チヨミ 
認定こども園北日野保護者会 伊藤 友滋  
児童を見守る会    板村 ひろ子 
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おことわり：状況により、行事を中止または変更させて頂く場合がございます。 
また、当日咳や発熱等の症状がある場合は参加をお断りさせて頂く事があります。あらかじめご了承ください。   

 （3）令和 5年 5月 12 日   ＜地区の将来像＞暮らしの安全、快適生活とインフラ整備            

５～６月の予定 

5 月 19(金)  理事会 (振) 
  26(金)  企画委員会 (振)  
6 月 7(水)   越前市集団検診 
6 月 21(水)   囲碁ボール大会(振)（公） 
毎週(火・金) ニュースポーツ講座(公) 
第 2・4(火)  歴史セミナー(公)           

休館日毎週月曜日 (公)公民館（振）北日野地区自治振興会 

消火器の維持管理について理解していますか？ 
 

♦設置上の注意♦ 
 
 
 
 

 
 
♦維持管理♦ 
 
 
 
 
 
～最後に～ ◎耐用年数・使用期限をお守りください。 

① 高温・多湿のところには設置しない。 
② 通行または避難に支障がなく、すぐに持ち出せる場所

に設置する。 
③ 地震や振動で消火器が転倒、落下しないようにする。 
 

① 圧力計の赤色指示針が緑色範囲内にあることを確

認してください。 
② 安全栓・封印シールが正しくセットされているか。 

 小学校 2 年生と年長の 2 人の父親です。休みの日や仕
事が早く終わったら一緒に遊び、勉強もします。少しで
も長く子供たちと触れ合いたいと思いますが、子供たち
の元気は底なしで、体が付いていけません。よく鬼ごっ
こをするのですが、私はすぐに疲れて座りこんでしまい
ます。そしてあまり疲れない遊び、例えば「かくれんぼ
をしよう」などと、子供たちの意見を聞かずにこちらか
ら提案してしまいます。子供たちと遊べる時間は短いの
で、一緒に楽しく過ごせる時間をもっと作っていけたら 
良いなあと思います。  認定こども園北日野保護者 
 

北日野駐在所だより №６２ 

北日野小学校（見守り隊） 
 今日も子ども達は、地域の皆様に温かく見守られながら

元気に登下校しています。 
 本年度も「児童を見守る会」の会員募集に、多くの方々

にご協力をいただき、誠にありがとうございます。 
 また、これまで長い間、 
登下校の付き添いや、交 
差点に立ち、子ども達を 
見守ってくださった方々 
に心より感謝申しあげます。 
    児童を見守る会 

令和 5 年度 北日野公民館 運営協議会を開催します 

日時：６月２日（金） 午後 7 時 30 分～   
※ 傍聴を希望される方は、当日 17 時までに、北日野公

民館までご連絡ください。（0778－23－4603） 

 
  

公民館自主講座が丹南ケーブルテレビで 
放送されます。 

 

【エコ・クラフト】 

 毎月第 2・4 木曜日  13 時 30 分～15 時 30 分 
環境にやさしい紙バンドで色々なバックと雑貨を制

作してみませんか。 
番 組 名：“あくてぃぶ！”きらめく仲間たち 
放送日時：5 月 27 日(土)~ 6 月 2 日(金) 
       13 時 15 分～、19 時 15 分～ 
 

【子ども吟舞教室】         
毎週土曜日  17 時～（園児・小学生）  
       18 時 30 分～（中・高・大学生） 
日本の本伝統芸能である剣詩舞を学んでみません

か。一度見学に来てください。 
番 組 名：Jr．＋[ジュニアプラス] 

真舞流真冨士吟舞道会 
放送日時：5 月 13 日～19 日   
午前・午後 9 時 45 分～ 午後 2 時 45 分～土曜日以外 

① 自転車泥棒 急増中 
駅や学校の駐輪場などで、自転車泥棒が多
発中です。自転車は二重ロックをお願いし
ます。二重ロックをするだけで盗まれなく
なります。 

② 初夏は交通事故が増える時期です 
初夏は、活動的になり交通事故が増える時
期。運転者の方は、速度は控え、全席シー
トベルトの励行を。歩行者の方は、必ず反
射材をお願いします。 

③ 警察官大募集！！ 〆切 6/19 
警察官希望は、駐在所まで 
 

福祉ネットワーク会議 

 4 月 28 日（金）、北日野地区自治振興会と、市社会福祉

協議会が共催し、福祉ネットワーク会議を開催しました。 
 各町内区長、民生委員、福祉推進員が集まり、市長寿福

祉課や、社会福祉協議会から、福祉推進員の役割や、認知

症高齢者への理解について説明しました。 

交通安全 北日野分会だより 
5 月・6 月は無事故・無違反の自己申告の期間です。

金賞・銀賞・銅賞に該当する方は是非申請してくだ

さい。（申請書は公民館にあります） 

秋の講習会で表彰させていただきます。 

 

申請先：笠嶋龍夫交通安全協会長 

      または 北日野駐在所まで 

 



                             

                             

   

［第 326 号]＜地区の将来像＞乳幼児から高齢者まで、笑顔と躍動あふれるコミュニティの形成   令和 5年 5月 12 日(4)  

 中腹の登山道脇や忠魂碑の 
近くに生えている 草丈 30cm 
ほどの多年草。茎の上の方に 
対生葉が集まってつく。葉は 
7cm ほどの長だ円形でヘリに 
細かいギザギザがあり先は 
とがる。茎の先に 5cm あまり 
の花穂を出し白い米粒のよう 
な花を多くつける。花穂は 2,3 本 
花びらはなくおしべ１ めしべ 1。 
よく似たヒトリシズカは 1 本の 
花穂に白い糸くずのような花が 
密につく。花を静御前の舞姿に 
例えて名がついた。そして花穂が 
2 本あるのをフタリシズカという。 

《 フタリシズカ(センリョウ科) 》 

表
紙
の
俳
句
は
、
北
日
野
俳
句
会 

前
田
絹
代
さ
ん
（
矢
放
町
）
の
作
品
で
す 

西側の車道脇など所々山側に生えているつる

性の低木で右巻きに長く伸びる。葉は対生し短い

柄がある。だ円形で長さ 4cm ほど先はとがる 枝
の上部の葉腋に 2 この花を並べてつける。咲いた

時は白色で後に黄色に変わる。花びらは唇形で上

唇は浅く 4 つに切れる。下辱は 1 枚で長い、良い

香りがあり花筒の奥に蜜があり吸うと 
甘い。実は 5mm の 
球形で黒く熟する。 
花の色が 白色から 
黄色に変わるので 
金銀花 冬でも葉が 
枯れない ので忍冬 
(ニントウ)ともいう 

《 スイカズラ（スイカズラ科） 》 

ヒトリシズカ 

大屋町しだれ桜 
 各地区児童館でつくる紙芝居
のために書かれた北日野の絵。と
ても素敵ですね。お披露目が楽し
みです。 

太鼓教室 
 放課後子ども教室の太鼓教室。今
年もたくさんの子供たちでスター
トしました。 

編集・発行  越 前 市 北 日 野 公 民 館 

北日野地区自治振興会（北日野公民館内） 

メ
ー
ル
投
稿
、
原
稿
な
ど
は 

↓
こ
ち
ら
か
ら
ど
う
ぞ
♪ 

〒915-0052 福井県越前市矢放町 21-11 tel/fax:0778-23-4603 

        E-mail:kitahino_ko@city.echizen.lg.jp 

https://kitahino.jp/ 

お友達登録は→のＱＲコード
で 

 
 
 
 

じゃがいも生育状況 
先日子どもたちと植えたじゃがいも、

すくすくと育っています。楽しみです
♪ 

北日野健康ウォーク 5/6 
 


